
蘭
　
披
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苗
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は
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め
に
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川
〃
相
公
御
一
咲
、
又
日
、
今
五
括
之
中
能
僧
誰
也
、
恩
誰
白
、
五
六
輩
有

°

0

°

°

e

O

°

之
、
各
々
争
機
鋒
、
両
神
有
開
披
和
尚
、
村
国
有
月
翁
和
尚
・
横
川
和
尚
、

建
仁
有
天
隠
和
尚
・
正
宗
和
尚
、
東
福
有
了
庵
和
尚
是
也
、
此
内
勤
出
離
、

愚
謹
白
、
横
川
出
群
者
也
、
〃

（
蔭
許
桟
1
．
℃
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慧

㈲
〃
従
万
松
、
五
山
長
老
、
於
公
家
可
准
何
官
平
事
、
尋
承
、
僧
正
推
参
議
、

可
准
彼
敗
、
但
当
時
志
分
之
思
、
近
年
内
岩
会
、
掛
品
欄
等
参
2
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時
、
為
大
納
言
之
弔
輩
、
極
老
也
、
香
衣
也
、
当
座
之
会
尺
勿
論
々
々
、

望
只
々
々
、
〟
　
　
　
　
　
　
（
読
盟
．
2
．
1
0
）

開
披
景
臣
の
禅
僧
と
し
て
の
行
動
を
検
討
し
て
み
る
と
、
二
面
の
存
在
す
る

こ
と
に
気
付
く
。
一
は
、
叢
林
に
お
け
る
生
活
で
あ
り
、
一
は
、
宮
中
・
公
家

社
会
に
お
け
る
生
活
で
あ
る
。

川
は
廷
徳
三
年
正
月
廿
五
日
、
足
利
義
視
（
大
智
院
殿
）
を
等
持
院
に
葬
る

が
、
そ
の
際
、
将
軍
義
材
と
蔭
掠
軒
主
・
亀
泉
集
証
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
会
話

で
あ
る
。
亀
泉
は
横
川
景
三
を
茫
林
随
一
の
僧
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
覇
披

朝
　
　
倉

尚

景
苗
も
両
神
寺
を
代
表
す
る
梢
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。

佃
は
、
薔
松
軒
宗
山
等
貴
が
、
五
山
長
老
の
公
家
社
会
に
お
け
る
相
当
官
位

に
つ
い
て
、
中
御
門
宣
胤
に
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
開
披
が
例
外
的
な
高
宮
と

し
て
義
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

室
田
後
期
の
禅
僧
の
う
ち
で
、
蘭
奴
ほ
ど
神
林
・
公
家
社
会
に
お
い
て
、
同

時
に
名
声
を
博
し
た
僧
は
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
禅
林
・
公
家
社
会
に
お
け
る
開
披
景
苗
の
文
学
活
動
を
考
え
て

み
た
い
。

…
禅
林
に
お
け
る
蘭
竣
景
百

「
本
朝
高
僧
伝
」
に
は
、
開
披
の
略
伝
と
し
て
、

㈹
〃
釈
景
臣
、
字
開
披
、
集
注
大
横
軌
公
、
夢
窓
国
師
四
世
之
孫
、
庶
慧
夙
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発
、
於
詰
む
史
際
不
技
研
、
歴
遷
諸
剃
後
任
両
神
、
上
堂
挙
、
…
、
謝
郭

0
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屠
正
因
竃
、
文
亀
元
年
終
於
毒
中
、
有
仙
館
集
・
雪
樵
独
唱
集
、
苗
在
世

0
　
0
0
0
0
0
0
0
0

日
、
後
土
御
門
帝
匿
召
間
接
、
後
柏
原
帝
迫
嚢
、
賜
認
仏
慧
円
応
禅
師
、
〃

と
栽
し
て
い
る
。

㈹
　
出
自
・
年
令
に
つ
い
て

－29－



出
身
に
つ
い
て
は
、
諸
寄
未
詳
と
す
る
が
、

0

0
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°

0

聞
〝
前
刻
宝
公
話
石
、
大
友
畔
主
（
黒
主
）
者
紀
之
淑
氏
云
者
也
、
謀
薮
仁
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0

　

0
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山
、
於
江
州
被
訣
之
也
、
前
波
和
尚
者
其
后
裔
也
云
々
、
〃

（
蔭
鵠
猪
7
．
6
）

と
い
う
話
を
、
蔭
涼
軒
日
録
が
載
せ
て
い
る
。

妃
姓
。
〃
謀
薮
仁
也
〃
に
注
意
さ
れ
る
。
貴
族
化
し
た
鍔
林
に
お
い
て
は
、

出
自
は
重
要
視
さ
れ
る
。

蘭
板
の
年
立
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
も
の
は
な
い
。
年
令
を
扱
っ
て
い
る

記
事
と
し
て
は
、
ま
ず

㈲
〃
赴
西
山
正
持
庵
宗
猷
達
悟
禅
師
徳
望
和
尚
一
百
年
遠
忌
之
斎
会
、
…
中
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0

0

0

°

0

0

　

　

°

0

0

0

0

°

　

0

0

略
…
、
蘭
披
和
尚
八
十
一
歳
、
領
正
持
庵
塔
主
、
焼
香
礼
拝
不
少
屈
也
、
〃

（
原
票
摘
．
3
．
は
）

㈹
〃
前
波
入
院
以
前
月
翁
先
入
院
事
、
御
免
許
珍
重
之
由
、
鹿
苑
院
被
自
之

0
0
0
0
0
0
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0

可
為
如
何
蓑
、
相
公
御
許
諾
、
月
翁
蘭
疲
同
年
、
位
次
月
翁
為
上
首
之
両

°

　

°

日
之
、
滞
り
為
住
持
一
夜
三
日
留
帯
可
然
由
白
之
、
〃
（
邁
岬
瑠
7
．
ほ
）

0　0　0　0　0

川
〃
訪
栖
芳
和
尚
、
哀
朽
為
花
実
、
訪
法
化
和
尚
、
患
脚
疾
、
問
年
則
八
十

這
ふ
赤
禦
月
翁
）
陣
票
、
〝
　
（
畦
農
相
．
3
．
1
）

な
ど
が
あ
る
。

糊
は
、
明
応
八
年
（
怒
）
に
八
十
一
歳
で
正
持
府
警
志
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
糊
は
、
蘭
紋
が
南
禅
寺
に
入
院
す
る
際
の
記
事
で
、
「
月
均

蘭
妓
同
年
」
と
あ
る
の
に
注
目
さ
れ
る
。
月
余
周
鏡
は
、
川
の
應
花
日
録
に
よ

る
と
、
明
応
八
年
時
に
八
十
一
歳
で
あ
る
。

㈲
～
川
に
よ
れ
ば
、
開
披
は
明
応
八
年
時
に
八
十
一
才
で
あ
る
か
ら
、
応
永

廿
六
年
（
遠
）
の
萱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
芸
の
釘
亀
元
年
は
八
十
三

才
。た
だ
し
、
月
翁
周
鏡
の
年
令
に
関
し
て
は
、
蔭
涼
軒
日
録
・
文
明
十
九
年
正

月
十
九
日
条
で
は
〃
又
目
、
等
持
月
翁
如
何
、
六
十
八
歳
、
〃
と
あ
る
。
逆
算

す
る
と
、
明
応
八
年
に
は
、
八
十
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
庇
花
日
録
に
は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。

㈲
〃
予
署
金
演
、
別
嵯
峨
門
下
今
一
人
耳
、
杜
質
夷
恵
、
而
寺
務
清
市
、
便

千
庶
事
、
五
山
可
亦
従
之
、
到
当
院
則
不
可
望
之
、
負
以
僧
録
之
名
、
事
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0
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°
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0

0

0

無
大
小
、
孫
子
一
身
者
也
、
今
雑
有
開
披
於
当
寺
、
無
門
派
者
、
寿
已
八

車
や
　
霜
宗
野
散
薯
金
渓
也
、
〝
（
府
城
霊
．
4
．
日
一
）

腫
花
院
主
・
差
開
票
俗
讐
大
館
伊
与
守
（
州
民
）
を
介
し
て
将
勘
に

退
院
の
窯
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
中
の
開
披
は
・
永
莞
年
l
（
鑑
）

八
十
四
歳
で
あ
る
。

右
の
記
事
の
第
一
の
問
題
は
、
開
披
の
没
年
は
文
亀
元
年
で
あ
り
、
永
正
元

年
に
は
生
存
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
楯
鵜
S
欝
㍑
糾
欝

一30－

関
蚊
と
別
人

は
考
え
ら
れ
一
一
一
、
．
．
．
．
い
）

㈱
の
記
事
、
庇
花
日
銀
八
に
つ
い
て
は
、
永
正
元
年
の
記
事
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
わ
た
く
L
は
明
応
九
年
の
記
事
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
《
例
え
ば
、

應
花
日
録
八
・
永
正
元
年
二
月
十
五
日
条
に
は
、
〝
読
宗
鏡
録
第
三
巻
星
突
、
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°
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0

0

0

0

0

0

0

0

此
木
五
大
堂
普
観
者
七
十
九
歳
、
永
亨
十
二
年
庚
申
之
年
加
点
老
也
、
禁
老
僧

0
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0

〇

．

〇

〇

〇

°

之
生
年
也
、
干
今
六
十
一
任
琴
今
読
之
偶
然
平
、
吟
輯
魂
次
″
、
と
あ
る
。
永

灰
申
也

芋
二
年
（
㌫
）
は
摂
印
に
あ
た
り
・
記
輔
に
誤
り
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

「
今
年
歳
次
庚
印
也
」
に
つ
い
て
は
、
永
正
元
年
は
甲
子
で
あ
り
、
貝
印
の
年

で
は
な
い
。
岩
彊
（
㌫
）
が
庚
申
に
あ
た
る
。
ま
た
、
庶
花
日
録
八
の

表
紙
に
は
、
文
亀
四
年
二
月
三
十
日
に
永
正
元
年
と
改
元
さ
れ
た
こ
と
を
記
し

0

　

°

0

た
後
に
〃
至
四
月
　
五
日
勝
定
悶
師
甫
年
忌
云
々
、
閃
為
証
、
〃
と
あ
る
。
た



担

）

0

0

し
か
に
、
四
月
五
日
の
条
に
は
、
傍
書
と
し
て
〃
肪
定
国
師
百
年
忌
、
促
在
今

袈
甲
咋
雨
乍
晴
、
五
山
東
堂
西
堂
会
合
、
〟
と
あ
る
。
絶
海
中
津
（
豊
）

の
没
年
は
応
永
十
二
年
（
㌫
）
で
、
百
年
忌
は
葺
葦
（
鑑
）
に
あ
た

る
。
し
か
し
、
「
促
」
（
拐
）
と
あ
る
の
で
、
硫
ち
に
表
紙
の
よ
う
に
「
閃

為
証
」
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
百
年
忌
の
計
画
に
つ
い
て
は
〃
斎
後
会
千
癖
京

院
・
聞
諸
老
及
院
怒
国
害
空
軍
〝
（
盟
犠
？
5
）
と
、
明
応

八
年
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
明
応
九
咋
に
繰
上
げ
て
催
さ
れ
た
も
の
と
解
す
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
）

第
二
の
問
題
は
、
例
え
㈱
の
記
事
が
明
応
九
年
の
も
の
と
し
て
も
、
明
応
八

年
時
は
八
十
三
才
と
な
り
、
糊
～
川
に
よ
る
八
十
一
歳
説
と
矛
盾
し
て
く
る
こ

と
で
あ
る
。

庸
奴
の
年
立
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。

㈱
　
法
統
に
つ
い
て

聞
・
㈹
・
㈱
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
を
合
ん
で
い
る
。

国
に
つ
い
て
は
、
西
山
（
篭
）
正
持
庵
に
お
い
て
宗
猷
達
情
禅
師
徳
嵩

性
の
百
年
忌
が
催
さ
れ
て
い
る
。
扶
桑
五
山
記
三
・
天
竜
寺
住
持
位
次
、
徳
望
用

の
よ
う
に
、
薗
技
は
大
模
焚
軌
に
嗣
法
し
て
い
る
レ
閻
鮫
の
法
系
を
略
図
で
示

す
と
、

ー
春
屋
妙
僅
－
「
疲
中
周
証
1
－
月
翁
周
鏡

－
竜
敵
周
沢
－
－
在
中
中
沌
－
－
－
・
間
堂
中
材
－
∴
㍑
徐
周
麟

－
徳
望
周
佐
－
1
∴
大
根
甘
軌
－
－

薗
披
景
臣

1
絶
海
中
津
　
－
　
周
剛
乾
治
l
－
－
金
渓
璧
鐸

血
け
正
持
竜
、
認
宗
献
達
悟
禅
師
、
1
‥
〃
と
あ
る
。
苗
蚊
は
正
持
庵
主
で
も

あ
っ
た
が
、
平
素
は
、
南
禅
寺
内
の
正
閃
電
仙
舘
軒
に
居
住
し
て
い
た
。
正
持

庵
・
正
因
魔
は
、
と
も
に
徒
竪
周
佐
の
開
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
両
班
の
法
統
に
関
係
す
る
。
0

°

°

°

0

°

0

0

㈱
〃
又
括
香
云
、
這
香
㌫
一
却
炉
中
供
養
前
住
商
神
大
摸
老
後
、
以
別
法
乳
之

関
心
、
〟
　
　
　
　
　
　
　
（
暗
糎
報
知
訴
紅
）

㈹
〃
又
枯
香
、
這
爛
柴
片
、
錆
存
知
底
袋
裡
者
久
夫
、
今
日
描
出
、
挿
向
炉

中
、
隻
欝
か
掛
野
監
荒
茹
拠
寒
〟
（
砥
糎
報
加
数
駈
）

佐
の
0　　0

000°°°0°00000°000°

条には〃r

lm夢窓、応永七灰辰三月十二日寂、格子正閏宗、在西

と
な
る
。
闇
班
は
、
夢
窓
派
の
中
で
も
穂
髪
用
佐
を
机
と
す
る
正
持
門
派
に
属

し
て
い
る
。
徳
壁
用
佐
の
庵
に
居
住
し
た
理
由
で
あ
る
。

こ
の
正
持
門
派
、
夢
窓
派
下
と
は
い
え
、
あ
ま
り
振
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
㈱

・
㈲
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

°

　

0

糊
。
南
禅
寺
入
寺
に
際
し
、
「
同
年
」
で
あ
り
な
が
ら
「
付
次
」
が
上
で
あ

る
と
し
て
、
岩
の
方
を
関
空
り
先
艦
入
院
さ
せ
て
い
る
。
（
謂
餅
肌

鮎
什
望
）
月
翁
は
、
五
午
幣
の
空
門
派
に
讐
て
い
る
。

吋
。
㍍
徐
間
餌
は
、
闇
蚊
が
す
で
に
老
令
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
「
無
門

派
者
」
で
あ
る
点
を
指
摘
し
、
此
花
院
主
に
推
し
て
い
な
い
。
景
徐
の
推
し
た

金
渓
佳
鐸
は
絶
海
中
津
の
霊
松
門
派
に
属
し
て
い
る
。

「
低
位
次
者
」
　
「
無
門
派
者
」
で
あ
る
こ
と
が
、
問
按
の
音
林
に
お
け
る
活

動
を
窮
屈
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

の
　
住
院
に
つ
い
て

蘭
板
完
怒
臣
は
両
神
寺
内
に
仙
舘
院
を
間
き
、
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
仙
糾
院

の
旦
那
・
接
地
に
関
し
て
は
、
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0

　

0

　

°

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

0

　

0

個
〃
又
摘
神
仙
甜
院
寵
、
儒
軽
部
四
分
一
、
大
帝
古
上
総
介
殴
寄
進
、
為
仙

0

0

0

　

　

0

0

°

0

0

0

0

0

°

舘
醗
郡
、
只
今
亦
両
大
舘
為
檀
那
、
…
中
略
…
、
仙
舘
住
持
苗
披
和
尚
、

以
一
行
見
白
之
、
〃

（
議
鞘
甥
9
．
1
6
）
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と
い
う
記
事
が
み
ら
れ
る
。
旦
那
が
大
舘
氏
で
あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
景

徐
周
燐
と
の
親
交
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
「
古
上
総
介
」
に
つ
い
て
は
、

鹿
苑
日
録
・
長
享
元
年
八
月
廿
九
日
条
に
〃
午
後
捺
持
院
尼
長
老
来
賀
、

0

　

°

　

0

碩
咄
票
漂
、
0
噌
堵
大
と
あ
る
「
大
帝
上
総
故
入
道
」
と
同
一
人
か
と
考

舘
上
総
故
入
道
息
女
、
〃

え
ら
れ
る
。
息
女
が
義
政
の
側
室
に
な
っ
て
い
る

苗
奴
は
、
す
で
に
述
べ
た
仙
震
・
正
持
院
（
品
評
霊
削
岩
醜
伽

欄
墨
詔
質
朋
賢
明
）
の
ほ
か
に
、
左
の
よ
う
葺
院
・
塔
頭
に
住
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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右
の
表
に
よ
っ
て
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
両
班
景
苦
の
住
院
歴
が
判
明
し

よ
う
。住
院
歴
を
検
討
す
る
上
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
そ
の
任
命
に
大
き
な
力
を
有

す
る
幕
府
・
将
軍
と
の
関
係
で
あ
る
。
開
披
は
、
常
在
光
寺
に
住
持
す
る
際
、

0

　

0

　

°

　

0

　

0

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

°

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

0

　

0

は
〃
凡
常
在
事
者
、
自
往
古
紫
衣
老
僧
住
之
、
終
焉
之
地
也
、
先
是
開
披
和

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0

尚
為
相
国
前
住
望
常
在
住
持
事
、
慈
照
院
殿
日
、
此
寺
者
紫
衣
老
僧
住
之
。

0

0

〇

．

　

　

　

　

　

　

〇

〇

〇

°

0

－
終
焉
之
処
也
、
今
為
相
国
前
住
望
之
不
理
也
、
…
中
略
∴
、
雑
然
蘭
毅
一

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

　

　

　

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

0

　

0

　

0

人
事
者
可
有
御
免
、
於
後
々
不
可
為
例
由
被
仰
出
、
〃
（
蔭
詳
桟
4
．
1
5
）

と
、
慈
照
院
殿
よ
り
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
将
軍
義
政
に
寵
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

将
軍
義
材
の
受
戒
に
際
し
て
、

㈹
〃
愚
謂
葉
公
云
、
三
会
塔
主
事
御
受
衣
若
有
御
延
引
者
、
先
以
真
埼
和
尚

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

°

　

°

　

0

　

0

　

　

　

0

　

0

　

°

　

0

　

0

　

0

　

　

　

0

　

0

　

　

　

0

　

0

可
有
御
定
平
、
当
年
中
亦
有
御
受
衣
者
、
巳
前
所
白
月
翁
・
前
波
・
横
川

0

0

0

0

0

°

0

0

°

0

0

〇

三
老
内
、
任
御
意
可
有
御
定
平
、
乃
達
台
聴
、
…
中
略
…
、
相
公
日
、
然
者

以
横
川
可
相
定
、
可
伝
命
云
々
、
〟
　
　
（
蔭
米
川
欄
5
．
1
0
）

と
、
戒
師
を
つ
せ
め
る
三
会
院
主
の
候
補
に
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
意
さ
れ
る
。

義
村
は
七
月
八
日
に
受
戒
し
て
い
る
。

叫
　
茫
林
に
お
け
る
文
学
活
動
に
つ
い
て

茫
林
に
お
け
る
開
披
黄
昏
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
住
院
歴
か
ら
も

多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

薗
披
景
臣
の
作
品
集
「
雪
隙
独
唱
集
」
五
冊
（
大
東
急
文
庫
蔵
）
の
内
容
は
、
第

一
冊
に
隆
座
法
語
・
括
香
法
語
・
小
仏
事
法
語
・
賛
等
、
第
二
冊
に
入
院
法

語
・
上
堂
法
語
・
小
参
法
語
等
、
第
三
冊
に
疏
類
、
第
四
冊
に
記
・
序
・
説
・

賛
・
侶
確
・
道
号
等
、
第
五
冊
に
書
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

時
代
が
降
り
禅
林
が
貴
族
化
す
る
に
つ
れ
、
純
然
と
し
た
詩
文
作
成
の
割
合

が
増
す
。
蘭
波
の
作
品
に
は
詩
文
が
そ
れ
程
多
く
な
い
の
に
気
付
く
。

侶
希
世
霊
彦
と
の
交
渉
に
つ
い
て

禅
僧
の
文
筆
活
動
を
考
え
る
時
、
無
視
で
き
ぬ
の
は
、
そ
の
師
承
関
係
で
あ

る
。
禅
僧
が
作
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
接
語
類
・
疏
類
等
の
作
晶
に
は
、
四

六
餅
俊
文
や
禅
林
特
有
の
表
現
を
使
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

蘭
奴
は
希
世
霊
彦
よ
り
講
学
・
文
筆
の
業
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
希

0

　

0

　

0

　

0

　

　

0

　

°

　

0

世
の
講
学
の
う
ち
で
は
、
蒲
雫
疏
法
と
三
体
詩
が
著
名
で
、
と
も
に
稚
肖
得
岩
・

江
酉
竜
派
よ
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

蒲
室
疏
法
は
四
六
文
作
成
法
則
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

雪
樵
独
唱
集
の
第
三
冊
の
末
尾
に
は
、
文
明
十
四
年
作
成
の
希
世
霊
彦
の
序

故
を
載
せ
て
い
る
。

（14）

年0〝
突老
、披
毎0翁
‾．．‾0－㌢

0

0

0

0

°

　

　

0

°

0

0

0

生
遊
戯
乎
四
六
併
催
之
文
、
其
行
干
致
林
者
、
於
今
四
十
余

0

0

　

　

0

°

0

0

　

　

0

0

0

0

C

篇
成
、
窮
自
手
之
、
而
過
．
、
′
於
予
、
大
似
不
避
暗
投
按
剣
之

略
焉
、
今
既
編
集
、
成
一
錘
峡
、
且
仲
予
着
語
品
評
、
予
以
為
披
翁
一
生
併

0

0

0

°

0

　

　

　

　

0

0

0

°

0

0

催
之
文
、
猶
如
妃
拍
子
養
闘
鶏
然
．
其
蚤
年
之
文
．
所
謂
方
虚
橋
而
愕
気
也
、

0

　

°

　

°

　

0

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

其
中
年
之
文
、
所
謂
猶
疾
視
而
盛
気
也
、
其
碁
年
之
文
、
所
謂
望
之
似
木

0

　

　

　

°

0

0

　

　

　

0

0

°

°

°

0

鶏
英
、
其
徳
全
英
、
異
鶏
無
敢
応
者
也
、
然
別
於
耕
億
之
文
、
雌
一
世
詞

場
之
士
、
亦
不
奈
他
披
翁
何
、

文
明
壬
境
重
陽
後
二
昌
子
聴
松
之
村
庵
霊
彦

時
年
溝
八
十
歳
〃

と
し
て
い
る
。
薗
奴
の
四
六
文
作
製
が
四
十
余
年
に
わ
た
る
こ
と
、
一
岩

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

の
成
る
ご
と
に
希
世
に
評
を
求
め
た
こ
と
、
若
年
よ
り
の
作
風
の
変
化
の
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
胱
欝
摘
編
那
盃
監
踪
娼
攣
）

蘭
蚊
の
四
六
文
が
農
林
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
桂
林
徳
昌
・
常
庵
詔
崇
の

作
品
と
と
も
に
開
披
の
四
六
文
を
集
め
た
「
桂
林
併
催
・
責
閻
四
六
後
集
・
雪
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線
独
唱
集
」
と
拉
す
る
l
本
が
建
仁
寺
両
足
院
に
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
判

明
す
る
e
（
（
憫
監
摘
如
詣
甑
飛
語
指
摘
還
欄
瑠
疎
謂
請
配

細
鋸
鴨
望
努
篭
薫
加
賛
）
）

な
お
雪
樵
独
唱
集
の
「
雪
撫
」
と
は
、
蘭
披
景
苗
の
斎
名
・
別
号
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
題
し
て
、
希
世
は

㈹
〃
　
　
　
為
開
披
題
雪
樅
斎
　
有
序

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

少
室
立
雪
之
後
、
嘗
渓
采
隙
以
来
、
是
雪
是
樵
、
互
相
光
輝
、
莞
謂
之
一

花
五
葉
、
至
干
葉
梅
、
而
其
衣
法
能
者
得
駕
、
日
時
厭
後
、
吾
宗
犬
猿
、

°

0

°

q

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

起
児
孫
通
史
字
、
狩
欺
盛
載
、
開
披
以
雪
樵
日
其
電
着
、
不
遇
描
出
吾

00　0　0

家
旧
公
案
、
亦
将
有
所
殆
式
、
必
如
石
柄
腋
、
天
寒
歳
晩
、
乃
見
其
効

耳
、
蝉
閻
老
人
四
句
妙
橘
、
規
祝
所
至
、
不
郡
、
命
予
顕
子
其
末
云
、

雪
中
隙
客
欲
帰
家
、
自
尽
蓑
衣
山
路
斜
、
遥
想
経
過
旗
頭
処
、
担
肩
薪
上
抑

梅
花
、
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
鹿
茸
）

と
い
う
一
詩
を
製
し
、
贈
っ
て
い
る
。

記
録
・
作
品
に
見
ら
れ
る
前
波
君
臣
と
希
世
霊
彦
の
具
体
的
な
交
渉
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
、

0

　

°

㈹
〃
早
愚
赴
聴
松
院
轟
、
先
往
方
丈
賀
文
和
々
尚
住
持
、
往
聴
松
於
書
院
相

0　0　0　0　0　0　0

見
院
主
彦
希
望
、
薗
披
・
桃
源
・
継
牽
在
座
雑
誌
、
其
後
正
宗
・
了
庵
・
月

翁
・
惟
明
・
梯
川
・
春
陽
・
桂
林
・
功
叔
・
慕
真
・
丹
首
座
・
悟
上
司
等

0

0

0

0

0

　

　

0

°

0

0

相
見
、
院
主
出
半
斎
、
焼
香
薗
披
、
椎
那
才
首
座
、
迎
礼
香
蔵
主
、
斎
会

如
党
規
、
斎
罷
又
往
書
院
、
茶
話
移
刻
、
〟
　
（
蔭
詳
篭
1
0
．
1
6
）

の
よ
う
に
、
南
禅
寺
聴
松
院
で
の
粛
会
に
お
け
る
も
の
が
あ
る
。
㈹
で
判
明
す

る
よ
う
に
、
参
加
憎
は
当
時
を
代
表
す
る
禅
僧
で
あ
る
が
、
開
披
が
主
任
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。

詩
会
・
連
句
会
に
同
席
す
る
こ
と
も
多
い
。

00

冊
″
　
仙
山
楼
舘
図
噌
瑠
天
隠
横
川
益
之
諸
公
過

予
価
舘

架
空
飛
閣
眼
倶
明
、
遺
是
弱
流
三
萬
程
、
遥
識
群
仙
和
月
降
、
松
風
吹
落

玉
描
声
、
か
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雪
樵
独
唱
集
）

0

　

0

　

0

　

0

　

°

㈹
〝
　
仙
山
楼
舘
図
為
百
両
放
題

何
処
仙
山
入
質
囲
、
苛
々
楼
舘
隔
毘
区
、
一
概
来
芥
屋
三
間
窄
、
収
得
落
果

方
丈
無
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
椿
笥
）
0　　0

㈹
〃
　
丙
午
之
春
二
月
一
一
十
一
日
、
源
典
疇
第
、
桜
祥
席
開
、
閃
招
予
及
蹄

0披
・
横
川
・
正
宗
・
天
隠
・
了
庵
・
桃
源
・
春
陽
・
景
徐
、
而
宴
会

花
底
、
例
索
予
詩
、
書
以
呈
篤
、

桜
樹
一
庭
花
一
欄
、
花
前
会
客
惜
春
閲
、
同
乗
六
七
輩
禅
老
、
只
作
破
顔

微
笑
看
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
庵
麓
）

0

0

0

0

0

°

　

　

0

0

C

O

帥
〃
就
禅
昌
院
斎
会
、
主
位
聴
松
・
桃
源
∴
正
宗
・
了
庵
・
景
徐
、
賓
位
東

0
0

啓
美
少
・
月
翁
・
蘭
妓
・
天
隠
・
横
川
・
春
陽
・
愚
・
果
真
、
主
席
十
四

員
、
粛
三
汁
十
三
菜
、
菓
子
闘
種
、
茶
了
冬
雑
許
、
踏
雪
か
浴
、
々
靡
張

0

0

°

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

°

0

0

0

°

宴
、
先
置
盃
有
聯
、
…
連
句
省
略
…
、
其
懐
昏
聴
松
翁
懐
之
、
著
座
衆
付

°

0

0

°

°

　

O

D

O

O

次
如
斎
会
時
、
主
末
加
南
陽
、
賓
末
加
中
書
、
以
上
十
六
員
、
皆
聯
衆
也
、
〃

（
蔭
詳
報
2
．
1
4
）

な
ど
を
例
と
し
て
あ
げ
る
。
的
・
網
は
両
石
柄
（
希
世
）
を
は
じ
め
と
し
て
開
披

の
仙
鮨
院
を
訪
れ
、
詩
会
を
催
し
て
い
る
。
佃
は
文
明
十
八
年
二
月
二
十
一
日
、

0　0　0

源
典
厩
（
細
川
政
国
・
禅
昌
院
）
第
の
詩
会
に
お
け
る
作
品
で
あ
る
。
㈹
は
、
′

禅
昌
院
で
の
斎
会
後
の
連
句
会
の
記
録
で
、
十
六
名
の
連
衆
に
よ
っ
て
い
る
。

希
世
雲
彦
の
作
品
集
「
村
庵
琵
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
　
（
抄
出
）
　
が
眼

に
つ
く
。
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0

　

0

　

°
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0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

　

0

　

0

0

　

0

　

°

　

O

q

釦
〃
開
披
老
人
之
徒
撒
公
上
人
、
宇
目
春
雲
、
寄
此
吾
軸
而
求
詩
於
予
、
轍

題
其
上
、
巻
而
還
之
、
文
明
十
年
戊
戌
之
秋
、
石
打
干
丹
陽
之
村
庵
、
〃

0
0
0
0
0
0
0

田
〃
右
為
安
世
東
少
年
、
題
安
世
、
是
仙
舘
披
愈
之
当
璧
也
、
予
以
此
字
称

之
、
其
所
期
望
不
浅
英
、
至
祖
々
々
、
〃

0

　

0

　

°

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

0

　

0

0

　

0

　

0

　

0

脚
〃
文
仲
頁
公
上
人
、
従
学
於
仙
館
者
久
夫
、
携
窯
軸
釆
来
訪
、
稗
題
以
遠

之
、
〃

と
、
薗
披
門
下
の
僧
が
、
作
品
を
求
め
て
い
る
。
輯
蚊
と
希
世
の
親
密
な
関
係

を
示
唆
し
て
い
る
。

希
世
霊
彦
は
、
長
芋
二
年
六
月
廿
六
日
に
死
去
し
て
い
る
。
開
披
は
、0
0
0
0

闘
〃
四
鼓
劇
彦
希
望
遷
化
、
其
暁
閉
経
、
々
々
之
儀
人
皆
不
誠
、
冊
日
於
仙

禦
宗
鑑
か
、
〟
　
　
　
　
（
蔭
譜
猪
6
．
℃

と
、
中
心
に
な
っ
て
仏
事
を
営
ん
で
い
る
。

そ
の
死
後
、
苗
毅
が
希
世
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
に
、
禅
師
号
の
こ
と
が

あ
る
。

0
　
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

脚
〃
妓
又
云
、
彦
希
望
禅
師
標
之
事
如
何
、
愚
云
、
名
字
為
侍
者
有
禅
師
号

0

之
先
規
有
之
者
可
書
賜
、
披
云
、
両
人
有
之
、
皆
吾
寺
請
客
侍
者
也
、
然

老
台
立
其
両
人
、
被
相
副
御
一
行
可
賜
、
以
御
機
棟
可
伺
之
云
々
、
〃

（
蔭
諸
相
6
．
3
）

0

°

0

0

　

　

　

　

　

0

0

0

0

0

0

　

　

°

0

0

0

0

0

闘
〃
開
披
和
尚
来
云
、
聴
松
禅
師
号
事
、
輿
聴
松
徒
談
之
、
彼
先
祖
大
聖
天

鏡
有
之
、
依
之
鏡
之
字
望
也
、
智
怒
明
照
禅
師
可
欺
、
愚
云
、
恰
好
々
々
、

然
者
望
以
可
達
伝
奏
云
々
、
〝
　
　
（
蔭
等
瑠
6
．
は
）

と
、
希
世
豊
彦
の
一
周
忌
を
機
に
、
禅
師
号
を
朝
廷
に
望
ん
で
い
る
。
薗
俊
は
、

両
神
寺
住
持
、
あ
る
い
は
講
釈
や
連
句
連
歌
会
を
通
じ
て
の
宮
中
と
の
関
係
を

背
H
最
に
、
奔
止
し
て
い
る
。
希
根
の
押
印
号
は
開
披
の
尺
力
に
よ
っ
て
い
る
。

用
　
詩
会
・
辿
句
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

開
披
の
詩
作
は
、
雪
樵
独
唱
集
第
五
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

開
披
の
裡
林
に
お
け
る
詩
僧
と
し
て
の
地
位
は
、
室
町
時
代
後
期
の
代
表
僧

ヒ
人
の
詩
を
樫
ん
で
編
ま
れ
た
「
北
斗
集
」
に
、
月
館
・
天
隠
・
正
宗
・
了
庵

・
桂
林
・
景
徐
と
と
も
に
、
蹄
技
の
詩
も
哉
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
一
端
が

知
ら
れ
る
。

開
披
の
作
詩
活
動
の
う
ち
で
は
、
ま
ず
、

m
〝
　
　
寄
岐
陽
春
湖
侍
者

岐
暢
何
処
是
君
家
、
八
九
月
間
秋
可
桂
、

々
鋪
花
、
〃

残
雨
吹
寒
作
微
雪
、
掬
林
鋪
鏑

（
雪
樵
独
唱
集
）

璃

V

〃

し

D

O

　

〔

柿

〕

　

°

0

0

°

0

0

雪
樵
大
神
仏
、
寄
投
黄
花
数
枝
於
椎
久
老
人
之
蔓
別
、
以
為
法
供
、

0　0　0　0　　　　0　0　0　0

且
有
尊
柏
、
謹
驚
甑
未
云
、

禅
翁
衷
義
堂
門
生
、
菊
若
有
情
陳
此
情
、
不
恐
袈
裟
遭
露
湿
、
範
辺
乎
折

、
晩
秋
英
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
蔭
吟
稿
）

の
よ
う
に
、
個
人
的
な
親
交
の
も
と
に
、
詩
が
贈
答
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
が
あ

る
。
例
は
非
常
に
多
い
。
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
本
項
で
は
、
禅
僧
の
諸
記
録
・
諸
詩
文
集
に
、
開
披
の
参
加
し
た

詩
会
、
連
句
会
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

禅
林
に
お
け
る
詩
会
の
雪
態
を
よ
く
示
し
、
か
つ
、
開
披
の
参
加
し
て
い
る

例
と
し
て
、
．

〇

　

〇

〇

　

ハ

ノ

　

°

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

瑚
〃
桃
源
・
高
先
来
日
、
来
十
一
日
於
竜
興
軒
有
詩
会
、
携
桂
公
可
出
、
以
竜

0

0

0

0

0

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

0

0

0

0

0

輿
葉
牡
丹
為
題
、
成
花
院
主
亦
可
光
降
云
々
、
竜
興
花
事
鬼
子
妓
詩
第
十

監
禁
掛
、
〟
　
　
　
　
　
（
蔭
諸
寄
3
．
7
）
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°

　

0

　

0

　

0

脚
〃
嘉
罷
会
干
竜
興
軒
、
鹿
苑
院
惟
明
・
南
禅
薗
披
・
天
竜
舜
沢
・
彪
定
喬

年
・
小
捕
横
川
・
霊
松
葉
瑞
・
霊
泉
正
宗
・
大
呂
天
隠
・
大
慈
了
庵
・

0
0
0
0

東
堂
九
員
、
勝
睾
桃
源
・
雲
居
高
先
・
等
持
春
陽
二
滴
新
宝
・
一
睡
寿

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

0

　

°

　

0

春
・
宜
竹
景
徐
・
宝
匪
泰
甫
・
蔭
掠
其
・
西
堂
八
員
、
其
外
平
僧
数
十
員
、

0　0

′
　
菜
筆
高
秀
峰
少
年
・
岱
東
雲
・
桂
竺
英
・
鶴
九
皐
少
年
・
殊
勝
岩
・
球
廷

0
0

章
・
玉
如
務
・
琳
潤
英
八
人
也
、
詩
後
有
宴
、
一
時
快
也
、
及
晩
酔
帰
、
〃

（
蔭
詳
葦
．
1
1
）

を
あ
げ
る
。
の
・
鍋
を
通
じ
、
詩
会
の
規
模
や
準
備
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
る
。

話
題
に
つ
い
て
は
、
右
の
例
の
ば
あ
い
蘇
東
奴
詩
よ
り
藷
会
の
催
さ
れ
た
電
興

軒
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
当
日
〃
評
題
〃

と
称
し
て
合
議
し
て
決
め
る
こ
と
も
あ
る
。
（
（
謂
認
摘
㌫
蹄
喝
）
）

記
録
類
に
記
さ
れ
た
開
披
の
参
加
し
た
詩
会
に
は
、

0

0

0

°

0

0

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

0

0

°

　

　

　

　

0

0

0

　

　

〇

一
剛
〃
今
日
於
寿
徳
軒
有
会
、
繋
通
泰
甫
為
天
竜
籾
厳
頭
鵜
九
皐
設
此
宴
、
以

掛
獣
か
轡
凡
詩
衆
吉
、
粟
筆
者
十
頁
・
…
〟
（
蔭
諦
胴
欄
5
．
1
7
）

0

0

0

　

　

　

　

　

　

0

0

0

°

°

0

0

的
〃
棲
厳
頭
瑞
朝
侍
者
於
禅
昌
院
問
詰
場
、
両
神
蘭
奴
和
尚
・
・
・
・
中
略
…
、

踪
沖
賢
か
野
蒜
盛
事
也
、
〝
　
（
鹿
拭
謁
．
6
．
2
8
）

0　0　0

的
〃
往
聴
松
、
・
＝
（
題
評
）
　
：
＼
琳
被
曹
再
三
唐
勘
酌
之
、
柄
芳
開
題
、
小

0

0

　

0

0

　

0

　

0

　

D

袖
書
題
、
以
松
声
愈
好
為
題
、
主
人
南
陽
打
題
、
於
客
殿
蔦
、
…
中
略
…
、

及
午
後
各
書
詩
、
粟
筆
小
僧
三
人
、
詩
丁
有
宴
、
十
五
員
、
外
粟
筆
三
人
、

変
二
人
、
竿
九
人
、
歪
出
土
、
〝
　
（
蔭
群
瑠
？
1
9
）

錮
〝
此
日
距
㌫
掛
か
等
排
撃
か
豊
野
〝
（
蔭
辞
相
欄
1
．
2
7
）

な
ど
が
あ
る
。
剛
で
は
惟
明
・
月
翁
・
横
川
・
桂
林
∴
最
徐
・
彦
竜
等
と
、
的

で
は
天
隠
・
正
宗
・
桂
林
・
了
庵
・
月
翁
・
捕
川
・
彦
竜
等
と
、
桐
で
は
月

鎗
・
正
宗
・
春
陽
・
桂
林
・
天
隠
・
景
徐
・
梯
川
等
と
同
席
し
て
い
る
。
銅
は

北
等
持
院
主
と
し
て
蘭
波
が
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
横
川
・
了
庵
・
正
宗
等
を

招
待
し
て
い
る
。

次
に
、
各
禅
僧
の
う
ち
、
と
ぐ
に
蘭
披
・
杭
川
二
軍
徐
・
天
隠
の
詩
文
集
に

よ
り
、
蘭
奴
が
参
加
し
て
い
る
詩
会
に
つ
い
て
、
二
例
ず
つ
あ
げ
る
。

°

0

0

0

0

0

㈹
〃
　
花
下
請
洛
与
横
川
万
里
景
徐
会
干
江
之
草
野

洛
社
三
年
尽
作
賓
、
膏
英
遁
在
野
花
中
、
粕
逢
不
覚
天
揮
遠
、
梅
似
深
衣

司
馬
公
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雪
樵
独
唱
集
）

0

　

0

　

°

　

0

錮
〝
　
霜
葉
如
花
与
了
歴
乃
干
城
中

風
雨
千
林
秋
易
辰
、
吹
紅
葉
々
為
誰
新
、
吾
衰
不
夢
見
花
久
、
只
可
停
車

強
作
春
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雪
樵
独
唱
集
）

0　0　0　0　　0　0

的
〃
　
秋
菊
佳
色
岩
柄
来
訪
、
薗
披
・
天
隠
・
益
之
・
亀

泉
・
春
陽
・
景
徐
同
来
、
理
パ
山
佳
君
執
筆

野
草
姓
劉
秋
巳
皆
、
克
郎
豹
色
輿
時
華
、
天
遣
一
老
祇
林
晩
、
不
暫
花
仕

入
亦
桂
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柿
魔
京
華
前
葉
）

0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

㈹
〝
　
題
和
清
橡
会
招
慶
露
、
道
子
所
山
、
到
日
間
聖

正
宗
・
天
隠
・
益
之
諸
老
、
不
遠
来
突
、
．

孤
両
難
小
節
嵩
舷
、
杭
守
不
来
門
不
間
、
聖
主
東
封
新
雨
露
、
水
辺
姉
落

雪
理
梅
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
庵
京
華
続
集
）

°

　

°

的
〃
　
仮
山
小
雨
両
神
蘭
妓
了
魔
来
訪

史
上
為
山
古
寺
庭
、
欄
前
欲
雨
尽
衰
々
、
笑
迎
二
栗
仮
非
仮
、
分
破
竜
峰

－
幸
市
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翰
林
新
訳
集
）

0

0

　

0

°

　

°

°

0

　

　

0

0

的
〃
　
春
遊
先
花
会
千
恵
阜
轄
雲
軒
、
庸
披

・
天
隠
・
了
庵
轟
釦
、

避
難
先
従
正
月
加
、
城
南
尺
五
梵
王
家
、
高
僧
白
髪
両
三
輩
、
相
異
少
年
看
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落
花
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翰
林
萬
葺
集
）

c

　

°

　

0

0

　

°

　

0

柄
〝
　
仙
山
楼
観
図
在
南
禅
開
披
居
作
之

教
育
青
山
隔
弱
流
、
瑛
花
塚
草
不
知
秋
、
仙
家
亦
有
文
章
伯
、
十
楳
蛮
箋

修
鳳
楼
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黙
雲
詩
集
）

0　0

㈹
″
　
初
冬
遊
寺
村
庵
両
班
横
川
来

孤
村
短
日
報
初
冬
、
適
伴
翁
々
喚
吋
笛
、
吟
輿
未
聞
斜
照
後
、
烏
中
立
尽

寺
棒
銀
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黙
雲
詩
集
）

詩
会
へ
の
参
加
に
対
し
て
、
達
句
会
へ
の
参
加
状
態
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き

り
と
し
な
い
。

°

0

0

0

0

0

0

0

　

　

0

0

0

0

°

0

㈹
〝
去
十
四
日
東
福
方
丈
之
会
話
之
、
句
晩
八
句
有
之
、
自
佗
院
美
丈
二
人

°

　

0

来
、
一
美
宇
目
柁
叔
、
破
題
云
、
星
鳳
誰
先
親
、
薗
披
云
、
雲
竜
云
班
遊
、

‥
・
横
川
・
景
徐
・
正
宗
・
春
陽
・
了
庵
・
景
雪
の
句
あ
り
…
、
八
人
外
無

別
人
云
々
、
〟
　
　
　
　
　
　
（
蔭
群
相
場
2
．
1
7
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

‖
　
そ
の
ほ
か

蘭
蚊
の
注
目
す
べ
き
作
詩
活
動
で
は
、
そ
の
ほ
か

0

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

°

　

0

㈹
〃
伊
勢
瀾
松
院
以
君
扇
十
本
可
下
大
内
方
、
蟹
が
所
望
之
山
被
迂
小
柄
、

0

　

°

々
々
畜
立
十
員
、
一
木
充
被
命
之
、
月
館
・
開
披
・
天
隠
・
横
川
・
正
宗
・

0　0

了
庵
・
桃
源
・
春
陽
・
景
徐
・
及
愚
十
員
、
翰
披
・
了
庵
・
春
陽
・
愚
四

員
、
即
今
宏
之
帰
・
票
取
唐
船
出
、
〝
　
（
蔭
等
拍
欄
2
．
け
）
0

的
〃
明
叔
云
、
白
描
m
大
和
守
方
屏
風
欝
幹
事
自
之
、
十
二
枚
有
月
翁
・
蘭

0披
・
．
天
隠
・
梯
川
・
正
宗
及
恩
六
員
、
各
二
枚
宛
、
自
験
皆
命
之
、
構
川

薯
自
愚
寄
白
云
々
〟
、
　
　
∴
蔭
舞
は
欄
8
．
℃

0
0
0
0
0
0
0

㈹
〝
今
年
正
月
日
謹
仁
正
宗
俗
姪
竜
崇
侍
者
為
侍
香
、
住
持
桂
林
昌
和
尚
賦

°

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

c

O

O

O

O

O

一
侶
賀
侍
香
、
肪
請
諸
和
、
乃
皆
撃
節
、
愚
亦
備
員
、
近
日
共
和
借
上
軸
、

本
韻
為
首
和
者
、
月
翁
和
尚
・
蘭
披
・
天
隠
・
枝
川
・
了
魔
・
春
陽
・
継

章
・
仁
甫
・
景
徐
及
愚
、
々
拙
橘
今
日
望
軸
、
〝
（
蔭
岩
場
6
．
℃

0
0
0
0

の
〃
織
田
勢
州
太
守
常
松
居
士
、
号
秀
峯
肖
像
、
厳
中
和
尚
賀
、
同
大
和
守

0

0

0

0

　

　

0

0

0

°

0

敏
定
肖
像
、
開
披
和
尚
聖
、
同
甲
胃
像
、
益
之
和
尚
費
か
之
、
以
使
茂
叔

伝
小
柿
、
々
々
謝
詞
有
之
、
〝
　
　
　
（
蔭
棉
卿
桟
「
1
3
）

な
ど
が
あ
る
、
㈹
は
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
扇
面
画
に
遺
し
た
詩
が
激
増
す
る

が
、
画
扇
に
対
す
る
費
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
的
は
、
屏
風
画
に
対
す
る
賛
で

あ
る
。
㈹
は
、
常
庵
竜
崇
が
侍
香
に
転
じ
た
こ
と
を
賀
す
る
詩
軸
に
、
蘭
班
も

和
詩
を
毒
し
て
い
る
。
禅
林
に
お
け
る
詩
軸
の
盛
況
も
、
愚
逃
せ
な
い
現
象
で

あ
る
。
㈹
は
肖
像
・
影
に
対
す
る
費
で
あ
る
。

祁
僧
同
士
、
あ
る
い
は
禅
僧
と
武
家
・
公
家
と
の
交
渉
を
考
え
る
時
、
面

（
影
）
、
詩
軸
は
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
㈹
～
間
は
実
態
の
一
班
を
よ

く
示
し
て
い
る
。
右
の
例
の
ほ
か
に
、

0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

㈹
〃
春
陽
翁
来
、
面
之
、
尿
風
面
望
請
之
、
予
所
取
雪
山
山
、
月
翁
・
箇
披
・
天

隠
・
構
川
・
正
宗
・
丁
庵
・
春
陽
・
離
葦
・
仁
甫
・
柁
林
∴
㍑
徐
及
予
、

十
二
量
掛
伸
掛
炒
宗
育
、
〟
　
（
蔭
許
相
場
3
．
℃

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

°

0

㈹
〃
　
　
讃
州
府
封
招
櫛
披
・
天
隠
・
余
飯
郁
挙
酒
、
酢
中
山
両
軸
求
詩
、

三
人
走
筆
云
、

耶
釣
帰
時
迷
水
雲
、
数
枚
茅
屋
欲
斜
憤
、
報
言
走
馬
過
橋
客
、
願
折
梅
来

持
贈
翼
〝
　
　
　
　
　
　
　
（
棚
曹
華
後
集
）

－37－

蜘
〝
　
題
勢
州
府
封
面
罵
屏
風
轟
、

蘭
奴
・
大
隠

皆
立
丈
馬
云

決
家
天
馬
日
柄
奇
、
勢
花
回
頭
紐
昔
時
、
電
厩
不
精
千
里
志
、
枯
楊
妃
痔



北
風
吹
、
〃

な
ど
を
あ
げ
て
お
く
。

（
柚
庵
京
華
後
葉
）

書所

脚
は
．
欄
壁
最
後
Å
欝
遣
霹
鑑
等
）
と
・
梅
溜
（
篭
翫
縄

甥
）
と
・
酢
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
が
ー
横
川
聖
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

（
（
聞
掩
如
ほ
禦
堵
欄
的
鐙
語
根
増
朝
霧
作
）
）

苗
敗
軍
臣
の
詩
僧
と
し
て
の
力
最
に
つ
い
て
は
、

0

0

°

0

餌
〃
　
春
夢
仙
籍
有
点

黒
甜
郷
哀
等
身
時
、
春
院
無
人
帯
影
移
、
日
午
夢
香
花
下
枕
、
白
鴎
末
覚

蝶
先
知
、
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
雲
詩
軍
第
一
）

の
よ
う
に
、
添
削
、
合
点
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

0
0

柑
〃
…
詩
省
略
…
、
竜
阜
春
唐
首
座
、
集
其
平
日
所
作
之
詩
一
百
岩
、
就
雪

0

0

　

0

0

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

0

0

0

0

株
輔
、
求
筆
削
、
於
是
摂
取
四
十
餃
欝
、
且
批
之
且
点
之
、
帝
題
四
的
一

章
以
賜
之
、
…
…
〝
　
　
　
　
（
讃
毘
㌘
寺
」
よ
。
）

以
上
、
蘭
奴
の
詩
作
活
動
の
検
討
を
通
じ
、
開
披
が
禅
林
を
代
表
す
る
詩
僧

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

ヽ
ノ2
　
公
家
社
会
に
お
け
る
蘭
竣
景
臣

′

．

．

1

，

～
禅
僧
の
公
家
社
会
へ
の
接
近

「
謀
坂
入
」
の
出
自
、
「
無
門
派
者
」
　
「
低
位
次
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箇

按
の
禁
聖
せ
中
心
に
．
し
た
公
家
社
会
に
お
け
る
活
躍
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

ぁ
る
。
（
（
箆
譜
競
雛
髭
硝
机
加
配
和
讃
浣
周
㌍
㍍
J
）

例
え
ば
、
任
意
の
年
・
こ
こ
で
は
文
明
十
一
年
と
十
六
年
の
御
湯
殿
上
日
記

（
ほ
君
㌫
霜
）
・
実
降
公
記
（
詔
監
曹
朋
叶
茄
が
笥
）

に
表
わ
れ
る
蘭
披
景
鰐
を
み
る
と
、
文
明
十
一
年
に
は

（

二

月

）

7

・

2

1

日

。

（

三

月

）

9

・

1

4

・

1

6

・

2

1

日

。

（

五

月

）

2

0

・

2

6

・

2

8

日

。

（

六

月

）

2

・

5

日

。

（

七

月

）

2

6

日

。

（

八

月

）

5

・

1

0

・

2

0

日

。

（

閏

九

月

）

2

・

4

・

6

・

8

・

1

0

・

1

4

・

1

8

・

2

0

・

2

1

・

2

2

日

。

（
十
一
月
）
2
3
・
2
6
・
2
9
日
。
（
十
二
月
）
　
2
・
1
4
日

の
多
き
に
の
ぼ
る
。
文
明
十
六
年
に
は

（
二
月
）
1
3
・
2
2
・
2
3
・
2
4
・
2
5
・
2
7
・
2
9
日
。
（
三
月
）
2
0
日
。
へ
九
月
）
1
0
日
。

と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。

そ
し
て
、
つ
い
に
死
後
に
は
、

脚
″
南
祁
専
政
長
老
勒
披
室
臣
票
陣
云
々
、
依
先
皇
御
旗
依
、
為
当
今
御

0　　0　　0　0　　0　　0　　　　0　　0　　0　　0

°

　

0

　

0

　

0

　

0

0

　

0

沙
汰
被
詔
禅
師
号
、
然
間
不
及
公
方
御
礼
之
由
、
記
録
物
沙
汰
、
認
勅
書

遣
之
、
義
代
日
長
哲
可
捨
云
々
、
〟
　
（
拾
盟
4
．
2
．
℃

と
、
後
柏
原
帝
よ
り
祁
師
号
が
降
さ
れ
て
い
る
。
先
皇
・
後
土
御
門
帝
の
御
帰

依
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

以
下
、
開
披
の
禁
中
活
動
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

の
　
講
釈
に
つ
い
て

開
披
景
臣
の
禁
中
に
お
け
る
お
も
な
講
釈
は
、
「
三
体
詩
」
と
「
黄
山
谷
詩
」

で
あ
る
。
三
体
詩
講
は
、
文
明
十
年
十
二
月
三
日
に

0
0
0
0
0
0
　
　
0
0
0
0

錮
〃
せ
ん
せ
ゐ
た
う
に
三
て
い
詩
よ
ま
せ
ら
る
～
、
お
と
こ
た
ち
し
こ
う
に

て
、
ち
ゃ
う
も
ん
あ
り
、
〟
　
　
　
（
御
詫
盟
誓
3
）

0　0000　0　0

脚
〃
八
時
分
参
内
、
為
三
体
詩
御
談
義
聴
聞
也
、
南
禅
寺
仙
舘
西
堂
萌
披
講

雷
、
廊
〔
序
〕
計
也
、
〟
　
（
大
鏡
瑠
瑠
い
兼
荒
記
）

と
開
講
さ
れ
、
初
日
に
は
「
序
」
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
同
五
日
に
は
、

0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
0
0

鯛
〃
直
参
内
、
三
位
詩
御
談
義
也
、
既
華
清
宮
講
読
進
之
程
也
、
題
撞
処
士
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榊
賢
詩
マ
テ
八
首
読
進
、
〝
　
（
大
禁
瑠
兼
跡
粕
記
）

と
あ
り
、
巻
頭
詩
・
杜
常
の
〃
挙
措
宮
〃
か
ら
、
王
経
の
〃
題
昆
処
士
林
亭
〃

詩
ま
で
八
首
講
じ
て
い
る
。

0

°

0

0

0

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

°

°

°

0

仰
〃
主
妹
詩
講
尺
、
絶
句
今
日
終
其
功
、
節
康
官
詩
等
感
慨
無
比
顆
者
也
、
〃

（
実
㌍
誓
3
h
2
1
）

と
、
豊
文
明
十
一
咋
三
月
廿
一
日
に
絶
句
の
巻
が
終
功
し
て
い
る
。
「
感
慨
無

比
顆
者
也
」
と
は
、
実
隆
の
評
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
。

七
言
律
詩
は
、
文
明
十
一
年
五
月
廿
日
よ
り
、

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

0

0

0

0

幽
〃
昼
間
開
披
三
貼
詩
八
句
初
度
講
談
云
々
、
為
聴
間
参
内
、
至
感
陽
懐
古

宗
被
請
え
、
陣
矩
宗
や
〝
　
　
（
尖
㌍
聖
5
．
℃

と
、
始
め
ら
れ
る
。
韓
照
の
〃
同
題
仙
遊
槻
〃
詩
か
ら
許
澤
の
〃
威
暢
懐
古
〃

詩
ま
で
十
首
、
現
行
の
「
増
註
三
位
詩
」
と
一
致
し
て
い
る
。

七
言
律
詩
の
巻
終
講
と
、
五
言
律
詩
の
巻
開
講
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
が
、

脚
〃
今
日
庸
妓
三
濃
詩
五
言
講
釈
也
、
宥
君
之
問
参
内
、
及
晩
過
出
、
〃

（
実
譜
誓
閏
9
．
2
）

と
、
文
明
十
一
年
悶
九
月
二
日
が
五
言
律
詩
の
講
尺
開
始
日
で
は
な
い
か
と
考

え
て
㌢
（
（
抑
建
旺
遣
盟
離
獣
棚
軒
別
批
漂
同
書
）

全
巻
・
三
体
詩
講
が
終
了
す
る
の
は
、

0

0

0

0

0

C

O

O

O

O

O

O

㈹
〝
た
む
き
け
ふ
ま
て
す
る
！
1
と
は
て
ゝ
、
御
ふ
せ
に
卸
か
う
は
こ
、
卸

は
ん
、
十
帖
つ
か
は
さ
る
ゝ
、
か
し
こ
ま
り
申
さ
る
ゝ
、
御
た
い
め
ん
も

あ
。
、
〝
　
　
　
　
　
　
（
御
認
盟
m
9
．
℃

と
、
文
明
十
一
年
閏
九
月
廿
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
節
披
景
醇
の
三
体
詩
講
に
対
し
て
、

0

′

0

°

0

°

0

0

0

仙
〃
抑
蘭
披
和
尚
於
禁
賽
有
三
陪
詩
之
談
義
、
此
再
僧
連
携
文
枝
参
仕
之
、

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

°

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

如
公
界
之
談
義
、
群
集
希
代
之
次
第
也
、
不
可
然
之
由
謳
歌
、
〃

（
大
岩
瑠
瑠
㌔
宙
宿
耐
記
）

の
よ
う
に
、
初
期
に
お
い
て
は
当
惑
の
態
で
あ
っ
た
点
、
注
目
さ
れ
る
。

三
体
詩
の
講
釈
が
好
評
裸
に
終
講
し
た
か
ら
か
、
同
文
明
十
一
年
十
一
月
か

ら
は
黄
山
谷
詩
の
講
釈
が
Ⅲ
か
れ
て
い
る
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0
0

佃
〃
け
ふ
よ
り
三
こ
く
の
た
む
き
、
ら
ん
は
伸
さ
る
1
、
〃

（
御
鵠
盟
誓
乳

糖
蚊
の
山
谷
詩
講
、
そ
の
終
講
の
時
期
が
明
ら
か
で
な
い
。
断
続
的
に
延
徳

二
年
ま
で
記
事
は
存
在
す
る
。
延
穂
二
年
十
月
七
日
に
、

0
0
0
0
0
0
0
0

脚
〃
ら
ん
は
の
御
た
ん
き
け
ふ
ま
て
申
さ
る
ゝ
、
き
ん
ら
ん
す
へ
て
つ
か
は

さ
る
ゝ
、
〟
　
　
　
　
　
　
　
（
御
琵
舘
脱
．
7
）

と
あ
り
、
終
講
日
と
皐
冬
完
る
。
（
（
甥
欝
競
闘
措
辞
旺
錆

忙
鐙
暗
譜
迅
捜
護
り
。
）
）
．

賢
は
、
文
明
十
三
・
円
咋
以
後
－
禅
林
に
お
い
て
多
忙
篭
る
。
（
糾
甥
）

講
壷
が
断
続
的
に
な
っ
た
一
の
原
因
で
あ
る
。

三
体
詩
、
黄
山
谷
請
の
ほ
か
に
は

0

0

0

0

　

　

0

　

0

0

°

O

D

佃
〃
今
之
天
子
、
文
忠
神
武
、
田
天
縦
也
、
蹄
披
長
老
、
協
庄
以
講
心
経
、

0
0
0
0
0

吉
田
三
位
、
昇
殿
以
読
神
書
、
千
載
票
会
也
、
万
機
之
暇
、
男
及
千
此
、
咋

巽
輿
景
三
記
、
〟
　
　
　
（
鵠
惑
間
撃
甥
叶
翫
）

と
あ
り
、
心
経
の
講
釈
を
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
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闘
披
景
澤
の
講
釈
の
成
功
が
、
後
士
御
門
・
後
柏
原
帝
の
禁
中
に
禅
僧
を
講

師
と
す
る
講
釈
の
道
を
聞
き
、
禅
僧
の
地
位
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

伺
　
詩
・
連
句
・
連
句
連
歌
に
つ
い
て

開
披
の
宮
中
・
公
家
社
会
に
お
け
る
活
躍
は
、
講
釈
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

三
体
詩
の
講
釈
と
と
も
に
、
連
句
・
連
句
連
歌
会
へ
の
参
加
も
始
ま
っ
て

い
る
。

0

0

0

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

°

0

0

°

0

　

0

0

0

0

0

0

0

鵬
〃
今
日
三
体
詩
請
尺
也
．
彼
席
事
故
之
後
有
御
和
準
．
披
君
加
開
披
者
也
、

語
謎
電
鈴
語
柵
澗
髭
糾
瑠
…
…
〝
（
実
㌍
興
3
．
1
6
）

三
体
詩
講
の
後
に
和
漂
連
句
会
が
間
か
れ
、
開
披
も
参
加
し
て
い
る
が
、
不

意
の
参
加
に
周
囲
の
人
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。

0

0

0

0

0

°

0

0

°

0

0

腑
〃
薗
披
三
提
詩
講
釈
巳
後
有
卸
和
漢
、
…
中
略
…

蝶
は
夢
菊
は
久
し
き
う
つ
1
か
な
L

枕
活
残
月
辺
萬
披
　
〃

（
実
語
聖
閏
9
．
4
）

開
放
は
摸
衆
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
天
皇
の
御
発
句
に
対
し
て
入
期
す
る

ば
か
い
が
多
い
。
（
（
暇
望
相
識
Ⅶ
雛
甥
巧
唱
㌍
禦
撃
破

票
篭
S
配
整
相
場
）
）

開
披
は
三
体
詩
講
釈
が
終
了
し
た
後
も
、

0

0

0

0

°

0

㈹
〃
御
わ
か
ん
御
さ
た
あ
り
、
ら
ん
は
ち
ら
と
ま
い
ら
る
～
、
〃

（
御
詑
盟
聖
は
）

0　00

柑
〃
御
わ
か
ん
御
さ
た
あ
り
、
ら
ん
は
も
し
こ
う
、
〃（
御
語
盟
誓
監

°

0

0

0

0

°

0

0

個
〃
あ
す
か
井
の
大
壇
言
入
た
う
、
ら
ん
は
な
と
め
し
て
御
わ
か
ん
あ
り
、

宮
の
御
か
た
も
御
い
て
あ
り
、
〃

（
御
鵠
彗
ほ
．
2
1
）

0

0

°

0

0

　

　

0

0

0

0

0

瑚
〃
朝
瞳
之
後
参
内
、
被
召
南
禅
寺
、
有
和
漢
御
会
、
〃
（
実
譜
聖
4
．
℃

と
、
し
ば
し
ば
奉
仕
し
て
い
る
。

蘭
奴
は
、
文
明
十
六
年
二
月
廿
三
・
四
・
五
に
興
行
さ
れ
た
千
句
和
津
に
も

参
化
し
て
い
る
。
（
拙
稿
「
連
句
通
歌
会
の
形
態
」
参
照
）

ま
た
、
開
披
は
、
和
深
連
句
の
う
ち0

0

0

°

　

　

　

　

　

　

（

上

〕

個
〝
抑
和
漢
翠
詣
㌔
懐
票
点
蘭
毅
、
和
点
左
需
分
進
細
云
々
－

票
之
俵
有
興
々
、
〝
　
　
　
　
（
実
語
聖
5
．
1
6
）

と
、
漢
句
の
合
点
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

講
尺
を
通
じ
て
連
句
会
と
の
接
触
も
有
す
る
よ
う
に
な
る
。

0

°

0

0

0

°

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

0

閥
〃
三
て
ゐ
詩
の
た
む
き
あ
り
、
そ
の
ゝ
ち
細
れ
ん
く
あ
り
て
、
く
わ
ん
し

ゆ
う
寺
、
霊
か
も
し
こ
う
、
，
〟
　
　
（
御
詫
址
諸
．
1
。
）

禁
中
の
月
次
連
句
会
は
文
明
十
五
年
八
月
十
日
よ
り
、
十
日
を
式
日
と
し
て

い
る
が
、

0

0

0

0

0

0

〇

．

咽
〃
禁
裏
月
次
聯
句
御
会
也
、
…
…
、
開
披
不
期
而
参
候
、
千
時
一
折
終
之

程
也
、
七
十
句
終
え
後
退
輿
〟
　
　
（
実
譜
聖
望
1
。
）

0

°

0

0

°

0

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

0

偶
〃
月
な
み
の
御
れ
ん
く
に
て
、
は
ん
せ
う
、
ら
ノ
ん
は
、
そ
の
ほ
か
そ
う
た

ち
し
こ
う
、
〝
　
　
　
　
　
　
（
御
詑
盟
聖
1
。
）

と
、
定
期
的
に
で
は
な
い
が
参
仕
し
て
い
る
。

㈹
〝
霊
か
か
い
宗
か
名
御
さ
た
あ
り
、
〝
（
御
諸
寄
誓
1
3
）
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と
、
特
別
に
習
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

甫
鼓
の
連
句
に
お
け
る
力
量
は
公
家
社
会
に
お
い
て
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

0

0

　

°

　

°

　

°

’

0

0

闊
〃
今
日
御
法
楽
御
聯
句
也
、
＝
…
・
中
略
…
…
、
昨
暁
御
夢
脇
孫
三
笑
卜
云

0

0

0

°

0

　

°

0

°

0

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0

°

0

句
ヲ
被
御
覧
、
一
字
御
忘
却
云
々
、
防
被
仰
談
開
披
、
被
加
座
字
、
〃

（
実
語
脱
．
2
．
1
1
）

0

0

　

　

°

0

　

　

0

0

0

0

0

0

仰
〃
抑
今
日
於
禁
嘉
開
披
・
横
川
・
天
隠
三
人
聯
句
可
有
御
興
行
F
、
兼
以

0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
0
0
0
0

御
沙
汰
之
処
、
梯
川
政
略
之
問
停
止
云
々
、
無
念
々
々
、
〃

（
実
語
禦
3
．
2
0
）

聯
句
郭

㈹
〃
正
舜
蔵
主
来
、
勧
一
議
雑
談
、
…
…
中
略
…
…
、
又
開
披
句
、

欲
柿
下
生
仏
卜
云
句
ニ
、
応
税
繹
喉
児
開
披

0

雲
宗
中
訂
、
〟
　
　
　
　
（
実
膀
鷲
．
1
1
．
1
5
）

欄
は
、
帝
の
夢
想
句
に
つ
い
て
、
一
字
「
座
」
字
を
補
う
こ
と
を
進
言
し
て

い
る
。
問
は
、
旭
川
・
天
隠
と
三
人
に
よ
る
連
句
興
行
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
陶
は
、
闇
舷
句
の
「
盆
」
字
を
〃
畠
中
奇
〃
と
し
て
い
る
。

連
句
の
合
点
・
添
削
依
頼
も
多
い
。

0
°

冊
〝
今
日
去
月
御
蘭
句
宗
閥
㌔
順
、
か
勝
負
々
態
各
巾
沙
汰
之
、
〟

（
突
㌍
輿
9
．
1
3
）

0

0

0

　

　

0

0

°

0

0

0

0

闘
〃
後
日
聞
、
此
上
旬
蘭
披
合
点
、
褒
美
云
々
、
自
愛
々
々
、
〃

（
実
語
禦
9
．
1
0
）

0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
0
0
0
0

剛
〃
去
夜
夢
中
被
染
琶
筆
有
御
連
句
、
王
喬
遮
径
鳥
卜
云
句
ニ
、
劉
倫
遇
郵

°

0

°

0

0

　

　

　

0

0

　

　

　

　

　

　

　

0

0

撲
ト
予
競
之
、
蘭
披
二
相
談
云
、
劉
倫
ハ
声
悪
シ
、
孟
郊
卜
玉
へ
キ
欺
、

0　0
東
野
卜
云
へ
キ
勘
ト
談
之
ト
党
キ
、
此
現
披
御
詩
拝
見
之
時
－
叱
子
細
以
書

状
言
上
了
、
〟
　
　
　
　
　
　
（
実
欝
は
．
1
．
巴

柑
〝
中
恥
紗
掛
㌫
監
到
来
、
季
付
之
了
、
〟
（
実
脾
霊
．
8
．
お
）

欄
は
八
月
十
日
に
興
行
さ
れ
た
連
句
に
対
す
る
三
方
点
の
記
事
で
あ
る
。
側

は
実
降
の
上
旬
に
対
す
る
註
で
あ
る
。
上
旬
は
箔
略
し
た
。

蘭
波
は
詩
僧
と
し
て
も
参
化
し
て
い
る
。

桐
″
入
夜
参
内
、
今
日
月
次
詩
御
会
題
椛
輔
和
寒
懐
紙
各
収
集
之
持
参

筒
岐
拗
進
、

了
、
〝
　
　
　
　
　
　
　
（
実
語
畢
2

°

°

°

°

鋤
〝
開
披
和
尚
山
谷
晶
畢
講
尺
、
於
芦
有
此
事
、
聴
聞
有
感
、

十29
五　）

夜
公
宗
品
輌
晒
撃
声
、
仰
宗
緊
㌢
、
昨
票
出
、
〝

（
実
欝
誓
閏
8
．
1
1
）

0

0

°

°

個
〃
午
後
田
鹿
和
尚
光
臨
、
被
談
先
日
公
宴
之
問
事
、
其
外
雑
談
有
興
、
〃

（
実
豊
は
．
5
．
1
7
）

脚
は
、
月
次
詩
会
の
詩
題
を
鍔
遺
し
て
い
る
。
剛
は
公
宴
詩
会
に
お
け
る
実

隆
詩
を
添
削
し
て
い
る
。
隅
は
、
公
実
話
会
の
こ
と
に
つ
い
て
談
じ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
開
披
に
潤
し
て
著
名
な
の
は
、
文
明
十
二
年
八
月
に

0

°

0

0

0

0

°

°

個
〝
蘭
披
山
谷
講
署
と
、
談
義
之
徽
先
聖
廟
編
・
秋
群
寮
十
哲
等
影
於
紫

°

0

°

0

0

0

寝
殿
聞
之
、
令
拝
見
干
開
披
了
、
抑
本
朝
名
所
、
十
五
、
人
名
、
十
五
、

0

0

0

0

D

江
湖
之
衆
詩
可
作
進
之
血
被
仰
下
問
披
、
巨
細
勅
定
之
趣
予
仰
台
之
者
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也
、
〟
　
　
　
　
　
　
　
（
文
語
誓
8
．
1
4
）

と
、
開
披
が
仲
介
を
し
て
、
五
山
僧
徒
に
詩
を
詠
進
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
禅
林
応
制
詩
」
　
「
文
明
易
然
集
」
で
あ
る
。
ま
た
、
文
明
十
五
年
正
月
十
三

日
の
「
詩
歌
合
」
（
桝
需
）
に
も
禅
僧
通
の
芸
と
し
て
詠
進
し
て
亮
。

上
記
二
事
に
つ
い
て
は
、
先
人
の
論
も
多
い
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

開
披
も
、
老
年
に
な
り
、
禅
林
に
お
い
て
多
忙
に
な
る
に
つ
れ
、
朝
廷
へ
の

参
仕
も
柿
に
な
っ
て
く
る
。
か
わ
り
に
、
蘭
奴
の
弟
子
達
が
、

抽
〃
朝
喰
之
後
参
内
、
今
日
月
次
聯
句
初
会
也
、
奉
仕
人
々
、
…
…
中
略

0
0
0
0

…
…
、
か
か
掛
や
今
日
初
参
、
蘭
妓
弟
■
、

予
於
鞍
馬
所
柄
知
者
■
■
、
〃（
実
語
聖
1
1
．
1
。
）

の
よ
う
に
、
参
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
宮
中
に
お
け
る
諸
文
芸
に
禅
僧
が
参
加
し
た
例
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
が
、
そ
れ
は
お
～
む
ね
宮
家
・
公
家
出
身
の
僧
で
あ
っ
た
。
山
自
・

門
閥
と
も
特
別
に
秀
で
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
薗
敗
が
、
た
だ
そ
の
法
・
詩
才

i
こ
よ
っ
て
宮
中
社
会
に
接
触
を
有
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

た
だ
し
、
開
披
が
公
家
社
会
に
出
入
し
た
こ
と
が
禅
林
に
お
け
る
記
録
類
・

作
品
類
に
あ
ま
り
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
。
雪
樵

独
唱
集
に
も
と
り
上
げ
て
い
な
い
。
禅
林
に
と
っ
て
、
蘭
妓
自
身
に
と
っ
て
、

宮
中
社
会
と
交
渉
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
か
は
不
明

で
あ
る
。
我
々
が
五
山
文
学
を
考
え
る
時
に
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。

－
1
広
島
大
学
大
学
院
学
生
－
－

「
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿
」
既
刊
書
紹
介

「
源
氏
物
語
大
意
上
下
」
（
甘
回
谷
美
恵
子
・
藤
河
家
利
昭
校
P
解
説
）

本
か
は
文
政
十
三
年
に
上
下
二
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
一

冊
に
紺
刻
し
た
。

上
巻
は
、
和
Ⅲ
祖
恍
（
延
等
四
年
～
天
楳
年
間
）
と
い
う
人
が
源

氏
物
語
の
人
物
を
詠
ん
だ
和
歌
五
十
余
首
を
石
山
に
奉
納
し
た
、
そ

れ
に
門
人
の
天
野
漬
方
が
評
注
し
た
も
の
と
人
物
評
論
と
か
ら
な
っ

て
い
る
。

下
巻
は
、
余
論
と
し
て
、
祖
能
の
源
語
に
対
す
る
総
論
、
各
巻
の

評
論
、
語
釈
等
で
あ
る
。
祖
能
の
評
論
の
態
度
は
、
源
語
を
仏
教
の

教
意
を
も
っ
た
も
の
と
見
た
り
、
人
物
も
貞
女
や
僧
を
好
ん
で
と
り

あ
げ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
儒
仏
的
立
場
に
立
っ
て

い
る
。
そ
の
点
、
江
戸
期
の
源
氏
鑑
賞
の
一
態
度
を
杓
う
資
料
と
し

て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。

○
既
刊
　
弄
花
抄
一
・
二
・
三
伊
井
春
樹
校
・
解
説
（
平
瀬
家
旧

蔵
広
島
大
学
同
文
研
究
室
蔵
）

○
次
号
　
厳
島
神
社
宮
司
野
坂
家
蔵
「
枕
草
子
」
　
（
稲
賀
敬
二
校
）

〇
年
間
三
冊
（
謄
写
印
刷
、
計
約
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
）

○
会
費
年
間
六
〇
〇
円
（
三
冊
実
費
並
び
に
送
料
）
二
百
郎
限
定
一

〇
以
下
継
続
し
て
一
葉
抄
、
孟
津
抄
、
禰
巴
抄
、
万
水
二
路
な
ど

未
刊
の
源
氏
物
語
註
釈
書
を
は
じ
め
、
平
安
文
学
に
関
す
る
資

料
を
研
刻
す
る
予
定
。

広
島
市
菓
千
田
町
　
広
島
大
学
文
学
部
同
文
学
研
究
室
内

広
島
平
安
文
学
研
究
会
　
　
（
振
替
広
島
一
〇
七
八
三
）
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